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This paper aims to clear the actual condition of residential facilities for elderly in 
HOKURIKU region and to classify these room composition and space zoning. This 
paper found following 8 types. 
1. SEPARATE Type (living zone is separated from room zone). 
2. CONTINUATION Type (living zone is continued to room zone). 
3. Type whose room zone has bath rooms. 
4. Type whose room zone has dining rooms. 
5. Type whose room zone has bath rooms and dining rooms. 
6. HALL Type (Type which has multipurpose hall). 
7. CENTER CORRIDOR Type. 




























1である。 3県合計で「養護老人ホーム J20 、 「特別養護老人ホーム(以下『特養』と略す)J 





ームJ r軽費Jは r50---79人Jが過半数であるのに対して、 「老健Jでは r100人以上Jが過半数









総数 福井 石川 富山 吋 970-80-8ラ... 90-へ-4950"-別- 1(10--
養護 20 9 7 4 70.0 30.0 一 一 ち0.0 1ち.035.0 
特養 83 30 25 28 3.6 25.3 22.9 28.9 19.3 4.8 54. 2 19.3 21. 7 
軽費 10 4 2 4 10. 0 20. 0 30. 0 10. 0 30. 0 一 70.0 一 30.0 
老健 41 1 1 1 1 19 一 一 一 41. 5ち8.5 4.9 24.4 17. 1ち3.6
115 
























総人口 老人人口 老人人口比率 特養
福井 823585人 121940人 14. 8% 15.5 
石川 1164628 160692 11. 6 11. 6 
富山 1120161 1帥946 15. 1 13.0 




特養 全体 34.8nf/人 3.25人/室 3.41人/人
福井 29; 9 3.綿 3.83 
石川 36.3 3.33 3.70 
富山 37.3 3.04 3.09 
-1979 2(，.8 3.74 3.6ち
1980- 34.7 3.32 3.44 
198ち~ 36.9 3.11 3.41 
1990- 46.7 2.帥 3.27 
老健 全体 34.6 3.13 3.朋
福井 37.3 3.12 3.81 
石川 29.8 2.78 3.74 
富山 34.8 3.38 3.79 
-1989 34.0 3.03 3.76 




















10. (， 2.78 
10.8 2.81 
ここでは、第2段階における調査結果の概要を述べる(表3参照れなお、第2段階の有効回収
施設数は「特養J5 0 (回収率60.2%)、 「老健J20 (同41.7%)である。
① 老人居住施設の平均延床面積は「特養J2388rrl、 「老健J3041nfであり、入所者1人あたりに
換算すると「特養J34.8nf/人、 「老健J34.6rrf/人となり、両施設問にほとんど差がみられない。
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な要素として、 L】いかえれば、 r 24時間生活施設Jとしての「生活の流れJや「生活の広がり」




































上記の8タイプに含まれないタイプで、 q谷室J r食堂J rリハ室Jが分散して明確なゾー
ンを形成しないもの等、空間構成の性格が不明確なものが多い。
② 以上の類型化の結果を示したものが表4である。全体では、 【浴室内包型】 24.3%、 【居室・














模方髭交、 【浴室内包型】 【食堂内包型】 【浴室・食堂内包型】は80人以上の中・大規模施設に目立
表4.老人居住施設の空間構成類型
居室・生活 居室・生活 浴室内包型 食堂内包型 浴室・食堂 ホール式 中廊下式 その他
分離型 連続型 内包型 一体型 一体型
全 体 17.1% 12.9% 24.3% 5.7% ち.7% 10.0 5.7% 18.6% 
種別 特養 14.0 18. 0 28. 0 2.0 6.0 8.0 8.0 16.0 
老健 25.0 一 15.0 15.0 5.0 15.0 一 25.0 
開設 -1979年 7.1 一 28. 7 一 14.3 7.1 21. 4 21.4 
時期') 1980- 8.6 14.3 34.2 5.7 5.7 8.6 2.9 20.0 
1990- 知.1 19.0 4.8 9.5 一 14.ヲ 一 ー
定員別 -79人 23.5 20.7 8.8 2.9 2.9 11.8 8.8 20.6 
前~ ち.9 11. 8 35.2 ち.9 11.8 一 5.9 23.ち
100- 15.8 一 42.1 10.ち ち.3 15.8 一 10.ち
延床 ...199nf 14.3 19.0 14.3 4.8 9.5 4.8 14.3 19.0 
面積別 2000- 17.2 13.8 17.2 3.ち 3.ち 17.2 3.5 24.1 
3000- 16.6 5.6 44.4 1. 1 ち.6 ち.6 11.1 
1人 ---29nf 一 26.7 一 6.7 13.3 20.0 33.3 
あたり 30- 16.7 19.4 27.8 8.3 8.3 ち.6 一 13.9 
面積別 40- 25.0 一 8.4 8.3 ー 25.0 8.3 25.0 





























いう「分離Jの障壁が大きいことと、 1階に rN.S. Jのないこと、すなわち、 1階に職員を配置
できないことが、半ば強制的に老人を2階に押しやることとなっている。その結果として、 2階の
「居室ゾーン」において、日中はできるだけ起きている(ベッドから離れる)ように指導している」







































③ K施設は、 「居室ゾーンJと「生活ゾーン Jが2階〈斜面地で片側は地上に連なる)ワンフロ
アーに展開し、 1階は管理空間とデイサービス空間となっている。 2階中央にはレクレーションホ
ールと食堂・浴室・ rN.S. Jが集約され、 2つに分けられた居住単位のそれぞれに談話コーナー
も設定されている。日中、老人が居室に滞在することはほとんどなく、全ての生活行為がレクレー
ションホール・食堂を中心に展開される。この問、一部の老人が「居住ゾーン」を自由に俳個する
ケースはみられるが、談話コーナーが小余暇空間として活用されることはむしろ少なく(むしろ管
理行為のはみ出し空間となっている)、痴呆性老人にとっての小余暇空間の段階構成のあり方に課
題が見受けられる。
④ 3施設に共通して、老人の日常生活の流れ・広がりを規定する要素として、空間条件と同等、
あるいはそれ以上に施設側の運営・指導方針と現実的な職員体制の問題がある。その意味で、職員
の動きと老人の動きの相互関係を含めて詳細分析を深めることを今後の課題としたい。
